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鎌倉市自治基本条例素案大綱（案）討議の経過集

鎌倉市自治基本条例素案大綱（案）討議の経過集
	大　項　目
	自治基本条例の目的
	総則
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	項　目
	自治基本条例の目的
	章
	
	条
	

	新
	この条例は、鎌倉市における市民自治の基本理念と基本原則を定め、自治運営を担う市民の権利と責務並びに議会、市長及び執行機関の権限と責務を明らかにし、市民、議会、市長及び執行機関が協力して市民自治を確立し、歴史と自然が生きる安心して暮らせる個性豊かなまち鎌倉をつくることを目的とする。

	旧
	この条例は、鎌倉市における市民自治の基本理念と基本原則を定め、自治運営を担う市民の権利と責務、議会、市長及び執行機関の権限と責務を明らかにし、市民、議会、市長及び執行機関が協力して市民自治を確立し、歴史と緑が生きる個性豊かなまち鎌倉をつくることを目的とする。

	

	（解説）　
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	鎌倉市政は、今日までの討議で明らかにされたように、「市民が主人公の市政」へ向けて新たな出発の時を迎えています。

第１次分権改革で、国と地方自治体は対等となり、地方自治体の自主性、自律性が強く求められるようになりました。この結果鎌倉市政は市民と共に自主性、自律性、創造性を大いに発揮して市政運営が行われることが必要になります。

現在鎌倉市では歴史的遺産・緑の保全・環境に配慮したまちづくり、少子高齢社会への対応、財政の課題など多くの問題が山積みしています。これらの諸課題は第１期の議論の中で多く指摘されその解決が求められています。

これらの問題解決のためには市長・行政や議会だけにまかせればよいのではなく、市民と共に解決することが必要です。

私たちは市政の基本として市民参加で作り上げた「市民憲章」を持っています。この理念を具体的に活かし課題解決するために、市民、議会、行政のしくみを再構築し、市民が主人公となるまちづくりを進めるために自治の基本を定めその実現のために自治基本条例を策定し、それに基づくまちづくりをすることを目指していきます。

	１G
	ℓ01：鎌倉市政は、今日までの討議で明らかにされたように、「市民が主人～

ℓ09：これらの問題解決のためには市長・行政や議会だけにまかせればよいのではなくは
ℓ12：～市民、議会、行政の相互関係のしくみを再構築し、～

	２G
	ℓ09：これらの問題解決のためには、市長・行政や議会だけにまかせればよいのではなく、市民と議会、行政が力をあわせて共に解決に努めることが必要です。

	３G
	－

	４G
	この条例は、鎌倉市における市民自治の基本理念と基本原則を定め、自治運営を担う市民・議会・市長の権利と責務を明らかにし、鎌倉市政運営の規範・制度を定め、市民、議会、市長が協力し市民自治を確立し、緑と歴史がいきる個性豊かな市民のまち鎌倉をつくることすることを目的とする。

（解説）－

	５G
	この条例は、鎌倉市における市民自治の基本理念と基本原則を定め、・・・

・市民自治を確立し、緑と歴史と自然、文化が生きる個性豊かなまち鎌倉をつくることを目的とする。

（解説）

・　・・・・

・・・これらの問題解決のためには、市長・行政や議会だけにまかせればよいのではなく、市民と議会、行政が力をあわせて共に解決に努めることが必要です。

私たちは、市政の基本として市民参加で作り上げた「市民憲章」を持っていますが、ここに示されている市民自治確立の理念の具体化が強く求められているのです。このために、この理念を具体化市民、議会、行政のしくみを再構築し、市民が主人公となるまちづくりを進めることが特に大切です。自治基本条例の策定は、このための自治の基本を定め、山積する諸問題の解決をはかるとともに、私たちのまち鎌倉の大いなる発展を実現しようとするものです。その実現のために自治基本条例を策定し、それに基づくまちづくりをすることを目指していきます。

	

	（討議の経過）
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	策定市民会議は昨年来、市政の課題抽出、自治基本条例に必要なテーマの議論を繰り返してきました。

これらの議論を通じて自治基本条例の必要性は大筋確認されてきました。

ただ議論の中で現行制度があればあえて自治基本条例は必要でないとする意見もありましたが、この意見への賛同者はごく少数でした。

	１G
	　策定市民会議は昨年来、市政の課題抽出、自治基本条例に必要なテーマの議論を繰り返してきました。

　これらの議論を通じて自治基本条例の必要性は大筋確認されてきました。

　ただ議論の中で現行制度があればあえて自治基本条例は必要でないとする意見もありましたが、この意見への賛同者はごく少数でした。

	２G
	・みどり　は、緑と海、川を表現するので変えたい。

この鎌倉の修飾語について、前文、その他の討論の中で確定するが、その精神は

まちづくりの基本におく、公共の基本ともなる下記の７項目を要約して入れたい。

　また、前文や総合計画に位置づけ自治基本条例を貫く骨としたい。

	３G
	「歴史と緑が生きる個性豊かな」を「歴史と緑が生き、福祉、教育が行き届いた」とするのがよいのではという意見があった。

	４G
	・　ここでは目的だけを的確に示せばいい、をめぐり議論が展開した。
· 「歴史と緑～鎌倉をつくること」は不要。目的だけを的確に示せばいい、という意見と、鎌倉の特性を出すため、「歴史と緑～鎌倉をつくること」は残すべき、‥さらに、「個性豊か」を具体的に示すべきだ、「歴史」だけでなく「歴史・伝統文化」とする、その他にも有用な目的はまだある、との意見があった。

⇒歴史と緑～などに関わる記述は、前文や他の条項検討の際にどこにどう盛り込むべきか、重複させて盛り込むかどうかを追って再議論することとなった。

	５G
	　「市民自治」という表現やその意味について、「こなれた言葉でない」、「議会制民主主義をすっとばすもの」等の意見が出され、議論となったが、市民自治は憲法が保障している「住民自治」のことであること、表現は、最初の「市民自治」を単に「自治」とする案を確認した。

　この条文のしめくくりの条文中に「伝統」という言葉を入れて欲しいという意見が出されたが、「伝統は条文の歴史の中に含まれている」という意見が多数を占め、入れないこととした。なお、「自然」と「文化」を入れて欲しいという意見が出され、全員の賛成で「歴史と自然、文化」と修正する案を確認した。

　また、解説文について、もっとすっきりとした表現に修正したほうがよいとする意見に基づき、上記のように修正する案を確認した。

	Ｐ鎌
	歴史的遺産とみどりの保全の問題については、市（行政）は、地権者や開発者と市民の間にたって、より市民のほうに顔を向けるようにしむけていく事が肝要だ。

	Ｐ鎌
	責務及び議会、市長そして執行機関（下線＝追加、消し線＝削除（以下同じ））

	Ｐ鎌
	市民自治を確立し、住みよい（または安心して暮らせる）

	Ｐ深
	執行機関を含め、「市長」と言い切ったほうがよい

	Ｐ深
	執行機関を含め「市長等」とくくる

	Ｐ深
	解説に執行機関についての文章を追加する、または№２３「執行機関の責務」と調整する

	Ｐ大
	書いてあることは至極あたりまえではないか。この条例の特徴は何なのか、また、この条例で何が変わるのかを明示すべきだ。

	Ｐ玉
	概要版の項目に市民の総意で「市長」や「市議会」を置く、とするのはいかがなものか。表現に違和感がある。

	Ｐ玉
	今迄、法律、条令、規則等で部分的に成文されていたが一本化されていなかった市民、議会、長(市)のあるべき姿を明確にしている事は良いと思う。

	Ｐ玉
	市民憲章や条例には格好のよい精神的字句が述べられているが、そろそろそれを具体的に実行につなげるための条例体系を構築して欲しい。基本条例の基に別途必要な条例を明確に列挙したら良い。同時に既存の各条例との関連と、基本条例との整合性を整理・チェックする必要がある。どんな条例があるのかも知らせてほしい。

	Ｐ市
	「議会や市長の責務を明らかにし・・」等書かれているが、このようなことは、既に書かれているはず。

	Ｐ市
	鎌倉市の条例は全部後追いでつくっている。市民憲章があるのだから屋上屋を重ねても仕方がない。基本条例をつくって何になるのか。

	Ｐ教
	何のために「自治基本条例」をつくるのかよく分からない。もっと必要性を詳しく書いて欲しい。

	

	(意見)

	１G
	この条例は、鎌倉市における市政運営の基本理念と基本原則を定め、市民の権利と役割、議会、市長及び執行機関の役割と責務を明らかにし、それぞれ互いが協力して市民自治と地方自治の仕組みの確立をめざし、歴史と伝統、みどりと教育、福祉等の生活環境が豊かで、誇りを持てる鎌倉のまちづくりをすることを目的とする。

	２G


	この条例は、鎌倉市における市民自治の基本理念と基本原則を定め、自治運営を担う市民の権利と責務、議会、市長及び執行機関の権限と責務を明らかにし、市民、議会、市長及び執行機関が協力して市民自治を確立し、歴史とみどり、いのちが生きる個性豊かな市民のまち鎌倉をつくることを目的とする。

	３G
	「歴史と緑が生きる個性豊かな」を「歴史と緑が生き、福祉、教育が行き届いた」とするのがよいのではという意見があった。

	４G
	「歴史と緑～鎌倉をつくること」は不要。目的だけを的確に示せばいい、という意見と、鎌倉の特性を出すため、「歴史と緑～鎌倉をつくること」は残すべき、さらに、「個性豊か」を具体的に示すべきだ、「歴史」だけでなく「歴史・伝統文化」とする、その他にも有用な目的はまだある、との意見があった。

	５G
	この条例は、鎌倉市における市民自治基本理念と基本原則を定め、自治運営を担う市民の権利と責務、議会、市長及び執行機関の権限と責務を明らかにし、市民、議会、市長及び執行機関が協力して市民自治を確立し、緑と歴史と自然、文化が生きる個性豊かなまち鎌倉をつくることを目的とする。

	P鎌
	歴史的遺産とみどりの保全の問題については、市（行政）は、地権者や開発者と市民の間にたって、より市民のほうに顔を向けるようにしむけていく事が肝要だ。

	P鎌
	責務及び議会、市長そして執行機関（下線＝追加、消し線＝削除（以下同じ））

	P鎌
	市民自治を確立し、住みよい（または安心して暮らせる）

	P深
	執行機関を含め、「市長」と言い切ったほうがよい

	P深
	執行機関を含め「市長等」とくくる

	P深
	解説に執行機関についての文章を追加する、または№２３「執行機関の責務」と調整する

	P玉
	市民憲章や条例には格好のよい精神的字句が述べられているが、そろそろそれを具体的に実行につなげるための条例体系を構築して欲しい。基本条例の基に別途必要な条例を明確に列挙したら良い。同時に既存の各条例との関連と、基本条例との整合性を整理・チェックする必要がある。どんな条例があるのかも知らせてほしい。

	P市
	「議会や市長の責務を明らかにし・・」等書かれているが、このようなことは、既に書かれているはず。
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